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ところで、最初の契約にも、礼拝の規定と地上の聖所とがありました。すなわち、第一

の幕屋が設けられ、そこには燭台、台、供えのパンがありました。この幕屋が聖所と呼ば

れるものです。また、第二の垂れ幕の後ろには、至聖所と呼ばれる幕屋がありました。そ

こには、香をたく金の祭壇と全面を金で覆われた契約の箱があり、その中には、マナの入

った金の壺、芽を出したアロンの杖、契約の石板がありました。また、箱の上では、栄光

のケルビムが贖いの座を覆っていました。これらについて、今は一つ一つ述べることはで

きません。以上のものがこのように整えられると、祭司たちは礼拝を行うために、いつも

第一の幕屋に入ります。しかし、第二の幕屋には年に一度、大祭司だけが入りますが、自

分のためと民の過失のために献げる血を、必ず携えて行きます。これによって聖霊は、第

一の幕屋が存続しているかぎり、聖所への道はまだ明らかにされていないことを示してお

られます。この幕屋とは、今という時代の比喩です。そこでは、供え物やいけにえが献げ

られますが、礼拝する者の良心を完全にすることはできません。それらは、ただ食べ物と

飲み物と種々の洗い清めに関するものであり、改革の時まで課せられている肉の規定にす

ぎません。（ヘブライ 9:1 ～ 10） 

 

「最初の契約」には、レビの系統の祭司の制度と、礼拝の規定と地上の聖所とがあった。

出エジプト記に地上の聖所の形が、レビ記に礼拝の規定が克明に記されている。著者は、

これらを簡潔にまとめている。聖所は移動が可能な幕屋であった。聖所は垂れ幕で仕切ら

れ、二室になっていた。第一の幕屋には、燭台、台、供えのパンが置かれていた。また、

第二の幕屋は神が臨在する「至聖所」と呼ばれていて、香壇、契約の箱が置かれていた。

第一の幕屋と第二の幕屋の間に、神と人とを隔てる垂れ幕がかかっていた。主イエスが十

字架で、息を引き取られた時、上から下まで真っ二つに裂けたという垂れ幕である。至聖

所の契約の箱の中には、荒れ野で食料に飢えた時、天から降ってきたマナの入っている金

の壺、芽を出したアロンが持っていた杖、そして、モーセの十戒が刻まれた契約の石板の

三つが納められていた。契約の箱の上には、栄光の姿の純金の一対のケルビムの像が向き

合い、翼で箱を覆っていた。地上の聖所はこのような設定であった。この聖所の第一の幕

屋に、祭司たちは入って、贖いと清めの礼拝、儀式をしばしば行っていた。第二の幕屋、

至聖所には、大祭司が年に一度の「贖罪日」に入り、贖いの儀式を行った。大祭司は、罪

の贖いとして、自分自身のために雄牛の血を、民のために雄山羊の血を携えて入り、その

血を振りかけた。著者は、第一の幕屋が存続している限り、聖所への道はまだ開かれてい

ないことを示していると言う。第一の幕屋は、今という時代の比喩で、供え物といけにえ

が献げられても、礼拝する者の良心を完全に清め、救うことはできない。それらは、食べ

物と飲み物と種々の洗い清めに関するもので、肉の規定に過ぎない。著者は、律法に基づ

く祭司制度の礼拝規定と地上の聖所では、人を贖う救いは達成できず、大祭司イエスが来

られて、垂れ幕が裂かれ、神と人が結び合う時、真の改革となると明言している。宗教は

大別して、「言葉の宗教」と「儀式の宗教」がある。言葉の宗教は歴史の変革に耐え得る

が、儀式の宗教は時代が変わると消えていくケースが多い。紀元70年のエルサレム滅亡後、

言葉の律法を持ったファリサイ派は生き残り、儀式を司ったサドカイ派はエルサレム神殿

と共に消滅したのが、その証左である。形で整えた古い契約は、古びて消え行くのである。 


